外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成２５年５月３０日（木）　　　　　司会：櫻田　靖子　記録：竹花　紳

	小笠原
	東
	矢幅
	金田
	菅原
	上野
	松村
	服部
	櫻田
	竹花
	慶長

	公休
	業務
	公休
	業務
	業務
	欠勤
	○
	業務
	○
	○
	業務

	高渕
	中村
	川井
	佐々木
	馬渡
	鷹場
	
	
	
	
	

	○
	○
	○
	業務
	業務
	業務
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・5月28日に職員駐車場巡視を行った結果、下記車両の使用者が未確認となっている。

「八戸580　う　7852　ダイハツ　ムーブ」

上記の車の該当者は庶務Tまでメールすること。

・6月22日（土）13：00よりNPO総会・研修会・交流会をうみねこ幸房にて実施予定。会員の方は、総会へ出席すること。尚、都合により不参加の方は「委任状」を提出。

・緊急連絡網の更新をするので電話番号に変更のあるスタッフは、防災委員に連絡。

・青風荘の利用者様が入浴する際に敷いているお風呂マットは、火・木曜日の午後から使用すること。

＜利用者様情報＞

・向井　敦子様～デイケア利用者である磯島様を対象に「結婚しろって言っている気がする」「私に付きまとってくるからどうにかしてほしい」と被害的な訴えが聞かれている。直接、相手から言われたわけではないが、そのように聞こえてくる為、事実確認をしてほしいとの依頼あり。スタッフが対象者に確認すると事実を否定している為、そのことを本人に伝えると「わかった」と話し、安心した表情が見られている。その後も「私の財産を狙っているストーカーがいる」「近所の人が私の悪口をいっている」といった妄想発言が聞かれているが「警察に言ったら、もう大丈夫って言ってた」と話し、妄想の中で自己解決している様子。今後も妄想に左右された発言が聞かれた際には傾聴し、振り返りや事実確認を行っていく。

・　寺沢　彩様～来所時より、眩暈や吐気、頭痛の訴え聞かれている。その後、吐気はおさまったが眩暈と頭痛の訴えが継続しており「頭痛は心臓の音が響く感じ」と話し、静養室で休まれている。歩行時にはふらつきが見られ、プログラム中には椅子から床へゆっくりずり落ちる事見られている。明日、八戸赤十字病院へ連絡し、可能なら」受診するとのこと。

・繁名　和恵様～来所時より「幻聴がして頭が痛い」と訴え、自ら静養室の利用を希望している。30分程度休むと「ちょっと良くなった」と話し、プログラムへ参加。まだ幻聴があるとの事だが「来る前にポンタール飲んできたから大丈夫」と話している。その後は不調の訴え聞かれず穏やかに過ごしている。今後も不調訴えが聞かれた際には、無理せず静養室を利用するよう促していく。

・五日市　規様～椅子から立ち上がる際にふらつきが見られていた為、体調確認している。「躓いただけだよ」と話すが、転倒の可能性もある為注意して様子観察していく。

・稲垣　ふき様～昨日体温38.2℃あり、デイナイトケアを欠席している。鹿内内科を受診した結果、気管支炎との診断だったとのこと。本日は発熱なく、プログラムにも元気に取り組まれている。

・小笠原富治様～昨日37.0℃の微熱があった為、体調確認している。発熱はなく不調の訴えも聞かれていない。衣類の着過ぎで発熱した可能性がある為、今後はこまめに衣類調整をしていく。

＜事例検討＞

・小坂　君子様（62）主病名：統合失調症

検討内容

目標・計画の見直し

長期目標

安定した日常生活を送り、怠薬による症状再燃を防ぐ。

中期目標
①精神症状の変化に気付けるようにする。

②継続した睡眠をとる。

短期目標
①幻聴かどうか分からないときはスタッフに連絡・相談し現実に目を向ける。

②睡眠チェック表を活用し安定した睡眠をとる。

治療計画
①幻聴に左右された発言時には現実検討を促しながら日常生活に支障をきたしていないか確認する。

②来所時、睡眠チェック表を確認し中途覚醒時や断続的な睡眠状況の時はなぜ覚醒していたのか状況を振り返り、夜間の睡眠の必要性を伝えていく。怠薬防止の為、服薬チェック表の確認を行う。

現在の状況
1 について

・日課を行うことで幻聴・妄想はないと話す。

・木曜日の利用は「年に1～2回来れれば良い」と話している。

2 について

・5/2就床前薬を飲み忘れ、ジプレキサを抜いて服用したため、自己調整しないよう伝えている。

　→現在はジプレキサが就床前から夕食後になっている。

・睡眠に関しては中途覚醒はあるものの、不眠が続く事はない。

・薬は飲み遅れる事があるが、服用できている。

今後の目標
· 目標・計画は現状のまま継続

· 服薬・睡眠チェックに重点を置き、様子観察を行っていく。

・本多　富美様（44）主病名：情緒不安定性人格障害　合併症：アルコール依存症

検討内容

目標・計画の見直し

長期目標

再入院せず地域での生活を継続する

中期目標
・日中は自宅から出る

・不安を一人で抱え込まない

短期目標
・日中寝込む事無く、活動場所を持って参加する

・自分の考えている事を相談・表現出来る場所を作る

治療計画
①自宅から出る機会を設ける為にデイケアの利用を行い、生活状況を確認する　

②悩み事をスタッフへ相談できる環境を提供していく

③衝動行為に走る前にスタッフへ自分の気持ちを伝えることが出来る。

現在の状況
・デイケア利用は月・水・金だが本人の状態により、金曜日のみ来所。外来は水曜日。

・自宅ではほぼ寝たきりの状態。お母様の介入がないと食事摂取をしない。

・「足が動かない」と訴え、動きのぎこちなさが見られている。

・家庭状況により、お母様が離婚を考えている。

・飲酒について確認時は否定するが「やめられない」と話す。連続飲酒には至っていないが常用している様子。

・身体の傷は絶えずあるが、自傷行為であるかは不明。

・母としては日中はデイを利用し、最低限食事を摂ってくれれば良いと話す。

今後の目標
· 目標・計画は現状のまま継続

· 最低限、食事を摂取してもらうよう促す。来所時にはなるべく声掛けを行っていく。

＜外来情報＞

・長瀬紘一郎様～前回、高圧剤が処方となっていたが、今回は増薬なく前回と同じ内容で処方となっている。
